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校種・学年 中学校・第１学年 教科等 保健体育 

単元名  「器械運動」（マット運動） 

単元の目標 

（１） マット運動について、技ができる楽しさや喜びを味わい、その特性や 

   成り立ち、技の名称や行い方、(その運動に関連して高まる体力)などを 

   理解するとともに、技をよりよくできるようにする。〈知識及び技能〉 

（２） 技などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み 

   方を工夫するとともに、自己の考えを他者に伝えることができるように 

   する。〈思考力、判断力、表現力等〉 

（３） マット運動に積極的に取り組むとともに、よい演技を認めようとする 

   こと、仲間の学習を援助しようとすること、一人一人の違いに応じた 

   課題や挑戦を認めようとすることなどや、健康・安全に気を配ることが 

   できるようにする。〈学びに向かう力、人間性等〉 

本時のねらい  自分が選んだ技で滑らかに回転することができるようにする。 

本時の 

評価規準 

【知識・技能】 

・回転するための動き方や回転力を高める動き方で、一連の動きを滑らかに回 

 ることができる。 

・全身を支えたり突き放したりするための着手の仕方、回転力を高めるための 

 動き方、起き上がりやすくするための動き方で一連の動きを滑らかにして回 

 転することができる。 

 

事例の概要（見どころ） 

・課題解決の際の見本動画集や練習例を示した動画集の活用、動画撮影を通じた協働的な活動、 

 Google Forms を用いた振り返り、個々の振り返りの全体共有、撮影した動画の提出など一人一 

 台端末を効果的に活用した授業が展開されている。 

・単元を通じて、「運動の行い方を知る」→「課題を把握する」→「課題解決を図る」→「新た 

 な課題に取り組む」のサイクルが適切に繰り返されており、本授業においても、同様の展開が 

 組まれている。 
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P・I・A シート 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

中学校 保健体育 編 ① 概要 

P･I･Aとは、 

Proactive（主体的な）、Interactive（対話的な）、Authentic（本物の）

Learning（学び）〔文部科学省パンフレットより 2021.3 発行〕の頭文字
をとったもので、「主体的・対話的で深い学び」を英語で表現したもの。 



 

 

 

○ねらい 自分が選んだ技で滑らかに回転することができるようにする。 

○準備  マット（長９枚 短13枚）、ロイター板６枚、傾斜マット1個、エバーマット３枚 

     タブレット端末（各自持参）、椅子2脚、跳び箱1段３個・2段４個、大型モニタ２台  

     ホワイトボード、名前カード（各自持参） 

〇展開 （６／８） 
段
階 

学習内容・活動 
指導上の留意点（〇指導 ◆評価） 
T１ T2 

 

導

入

８

分 

１ 用具の準備をする。 
 
 
２ 集合・挨拶・健康観察を行う。 
 
 
 
 
３ 準備運動・補強運動・感覚つくり

の運動を行う。 

〇すみやかに準備を行うよ
う指示する。 

 
〇主運動につながる、柔軟性
を意識させ、動きを正確に
行うよう指導する。 

 
 
〇グループで協力してスム
ーズに活動するよう指示
する。 

 
 
 
〇見学者を把握し、参加の
仕方を指導する。 

 
 
 
〇巡回しながら、正確さや
出来映えなどへの意識を
高める声かけをする。 

 

 

展   

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

４ 本時のねらいの確認をする。 
 
 
 
 
 
５ 前時に作成した、課題解決の練習

計画をペアと確認する。 
 
 
 
 
６ ペアで協力して、課題解決の練習

を行う。 
 
 
 
 
 見本動画集 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇前時を振り返りながら、説 
 明する。 
 
 
 
 
〇同じ技を課題とする生徒
でペアを作らせ、互いの課
題や練習方法等を伝え、練
習の見通しをもてるよう
にする。 

 
〇活動場所を速やかに作ら
せ、安全に配慮しながら計
画的に活動させる。 

 
〇タブレット端末の管理に
ついて随時声かけをする。 

 
 
〇巡回しながら、技の出来映
えがよくなったところを
称賛する。ペアの学習がス
ムーズに進められている
か確認し、技の出来映えに
ついて発問する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
〇前時で提出した練習計画
表で修正が必要と思われ
る生徒に個別に指導す
る。 

 
 
〇タブレット端末の管理に
ついて随時声かけをす
る。 

 
〇活動が停滞しているペア
に声かけし、必要に応じ
て指導、援助を行う。 

 
〇巡回しながら、技の出来
映えがよくなったところ
を称賛する。ペアの学習
がスムーズに進められて
いるか確認し、技の出来
映えについて発問する。 

 
 
 
 
 
 
 

自分が選んだ技の課題練習に取り
組み、滑らかに回転できるように
しよう 

授業改善リーフ「第３集」  

P・I・A シート 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

中学校 保健体育 編 ② 展開 

主運動につながる運動、自己の伸び
が実感できる運動を行っています。 

課題を把握する 

 

課題解決を図る 

 

【授業改善の視点】生徒が本時の授業に“必要感”を感じ、
自分事として取り組めるように学習課題を提示します。 

【授業改善の視点】一人一人の生徒が、本時のねらいを達成
することができるように、教師が指導や助言をします。運動
の行い方や動きのポイントを理解できるようするための場
面において、意図的な発問をしたり、効果的な事例や見本動
画を提示したりします。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ タブレット端末で動画を撮影し、

ペアで互いの技の出来映えを確認
する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇時間を見て、合図を出し、
動画の撮影もれがないよ
うに指導する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

整

理 

12

分 

８ 整理運動をする。 
 
 
 
 
 
９ 集合・反省 
   振り返りをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 次時の確認をする。 
 
 
11 挨拶・片付けをする。 

〇始めのグループに戻り、し
っかり整理運動を行わせ
る。 

 
 
 
 
〇けがや体調不良者の確認  
 をする。 
〇タブレット端末に用意し
た振り返りシートに入力
しながら、本時のねらいに
迫れたか確認するよう促
す。また、撮影した動画を
送信するよう指示をする。 

〇技能向上が顕著な生徒を
取り上げ、発言をさせなが
ら本時のまとめを行う。 

 
〇次時の学習内容を的確に
伝え、学習意欲を喚起す
る。 

〇しっかり行い、素早く行わ  
 せる。 

〇大型モニタを準備し、生
徒が送信する内容をまと
める準備を行う。 

 
 
 
 
〇タブレット端末操作が未
熟な生徒への援助を行
う。 

〇まとめを大型モニタに映 
 し出す。 
〇気が付いたことを補足す 
 る。 
〇課題が提出できていない
生徒を確認し、指導する。 

  

◎十分満足できると判断できる状況（A）の生徒の具体 
 的な姿 
・発表会を見通しながら、複数の技を滑らかに行ったり、
技を組み合わせて行ったりすることができる。 

△努力を要すると判断される状況（C）の生徒への指導 
 の手立て 
・個別にポイントにそった練習をアドバイスしたり、補
助をしたりして、技が滑らかにできるようにする。 

課題解決練習を行うための 
練習例を示した動画集 

生徒が見方・考え方を働かせ、自
己の考えを広げ深められる場面を
設定しています。自己や他者の思
いや考えを基にした「深い学び」
が実現できています。 

新たな課題に取り組む 

 

本時の評価をもとに次時
の学習への意欲に結びつ
くよう、教師が振り返り
の評価をしています。 

【授業改善の視点】課題の発見や解決方法の選択などにおけるICT
の活用を通じて、情報活用能力の育成に努めることも必要です。 

【授業改善の視点】本時のねらいに正
対した学習の振り返りをし、本時で何
を学んだのかを教師と生徒で整理し
ます。その際、生徒が振り返った内容
と関連付け、本時の学習活動の価値を
実感できるようにしたり、次時の学び
へのきっかけとなるようにしたりし
ます。 

【授業改善の視点】個別最適な学び・協働的な学びが実現で
きるようにするためには、異なる考えが組み合わさる授業展
開、個に応じた指導が必要です。そのために、ICT は有効な
ツールになります。 

個々の振り返りを大型モニタに映
し、全員の振り返りを瞬時に全体
共有できるようにしています。 

【授業改善の視点】「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進めるとともに、「学習規律を確立さ
せ、力いっぱいに運動し、思いっきり汗をかく『楽しい』体育授業」を実践し、運動好きな生徒を育てていきます。 

振り返りシートをGoogle Formsで作成したことで、
入力、提出、全体共有が同時に行えます。 

◆自分が選んだ技で滑らかな回転ができるようにする。     
                   【知識・技能】 


